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使用価値と交換価値（1/2）

ピカイチ生活経営塾 2020

使用価値

交換価値

主観的・質的

客観的・量的

等価交換



- 4 -

使用価値と交換価値（2/2）

マルクスは、商品には「使用価値」と「交換価値」がある、と言っています。

商品には使用価値がある。 つまり、使って役に立つという意味ですね。 当た
り前ですね。 使って役に立たないものは商品として売れませんから。

商品に使用価値があるというけれど、逆に言うと、使用価値がなければ商品で
はないんだよね。 たとえば、おいしいケーキは、ケーキを食べるということが商
品の使用です。 おいしいケーキを食べ、空腹が満たされと、それがケーキの使
用価値だよね。

交換価値があるということは、商品同士が交換できるということです。 たとえ
ば私が持っているシャープペンシルが 1本とボールペン 5本とが交換できて、こ
れは鉛筆10本と交換することができる。 あるいは、カップ麺10個とが交換するこ
ともできる。

という風に、「A商品X量＝B商品Y量＝C商品Z量」と、さまざまなものがみんな

イコールでつながっていくでしょう。 こういものは、それぞれの商品の量を変え
ることによってイコールでつないでいくことができる。 つまり「すべての商品は量
的比率によって表される」と、マルクスは言っています。

ピカイチ生活経営塾 2020

『高校生からわかる［資本論」』 （2009.06.30 池上彰）より
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両者は法的に「平等」（1/2）
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両者は法的平等（2/2）

日本でも、大企業の資本家であろうと、そこで働いている新入社員であろうと、
法的には平等です。 悪いことをすれば誰だって捕まるし、選挙があればどちら
も一票を持っています。

この平等な両者が出会う。 資本家にしてみれば「新しい工場をつくるから労働
力が必要だな。じゃあ、労働力を買おうか」と、労働力を買うために貨幣を用意し
ました。

その一方で、「お金が必要だから自分の労働力を売ってもいいですよ」という労
働者がいる。 その両者がバッタリ出会った。 「わたしがあなたの労働力を買い
ます。労働力を売ってくれませんか」。「わかりました。じゃあ、労働力をあなたに
売ってあげましょう」。

ここで等価交換が行われるわけだ。 常に商売は等価交換だよね。 これはイ
コールなんだ。 市場で出会う。 この市場のことを現在では労働市場といいます。

そこで「働いてもいいですよ」ということは、自分の労働力を、一か月分の給料
と交換してもいいですよ、ということを承認したわけだ。 その時点でこれは等価
交換だよね。

あくまで形式的にはこうやって、お金を持っている資本家と、自由な労働者とが、
貨幣と労働力を等価交換している。 これが今の世の中なんだよ、ということ。

ピカイチ生活経営塾 2020

『高校生からわかる［資本論」』 （2009.06.30 池上彰）より
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「自由な」労働者が必要（1/3）
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「自由な」労働者が必要（2/3）

もしこの労働者が、自分で商品をつくって誰かに売ることができていれば、この
労働市場に現れないわけだ。

たとえば農家でいえば、農家の人が自分で野菜とか果物という商品をつくって
それを誰かに売ることができれば、自分の労働力によって商品をつくりだしてい
るわけだから、何もここで働く必要はないよね。 だから農家の人ではない。 あ
るいは自分で商品をつくって売るということができれば、その人は自営業だから、
そういことができない人、どこかに勤めて働くしかない人、そういう人だけがここ
に出てくるんだよ。

自分の生きた身体の中にある労働力自体を商品として提供しなければいけな
い。 そういうことしかできない人だけがここで労働者になるんだよ。

この労働者というのは二重の意味で自由なんです。 「自分の労働力を誰に
売っても自由だよ」、まさにフリーなんだよね。 その一方で、労働力以外に売る
ものがない。 生産手段とかそういうものを持っていない。 そういう生産手段か
らフリーなんだ。 だから労働力を売るしかない。

これを二重の意味で自由だよ、という言い方をしています。 日本語に訳しにく
いけど、二重の意味で自由な労働者がいるんからなんだよ、ということになりま
す。

ピカイチ生活経営塾 2020

『高校生からわかる［資本論」』 （2009.06.30 池上彰）より
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「自由な」労働者が必要（3/3）

資本主義において特徴的なのは、誰が誰を支配しているかという点が見えな
いことです。 どうしてか？ 労働力も商品だからですよ。

商品というのは売り手と買い手がいて、それぞれの間で契約自由の原則で行
われる。 だから労働者は、嫌だったらいつでも辞めることができる。 仮に「福島
第一原発に行け」と東電の社員が言われると、「勘弁して下さい。辞めさせてい
ただきます」と言うことができて、資本家が無理やりに行かせることはできない。

資本主義は表面上、自由で平等な契約の上になりたっている、と言えます。
でも、ほころびがある。

この中に契約社員の人がいたらおわかりでしょうが、会社と 1年に 1回、契約更

新の面接があるでしょ。 その時に「条件を変えてくれ」って言える？ それはな
かなか無理じゃない？ 「条件が合わないんなら、辞めてもらっていいんだよ」と
言われたら、それまでですもんね。

そうすると、表面上は自由な契約ということになっていても、実態においては、
全く自由な契約ではないし、その中には搾取される構造が潜んでいるし、階級関
係が埋め込まれているんだ、というのがマルクスの見方です。

ピカイチ生活経営塾 2020

『いま生きる階級論』 （2015.06.30 佐藤優）より
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労働者の価値はいくら（1/3）
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労働力の価値はいくらか（2/3）

労働力商品の対価は、 3つの要素から成り立ちます。

1ケ月の賃金ということで考えると、まずは食べて、飲んで、服を着て、家を借
りて、少しはレジャーもして、次の 1ケ月を働くことができるようなエネルギーを
蓄える。 これが 1番目の要素。

2番目は、家族を維持して、子どもを作って、次の世代の労働階級を育てる。

別に結婚という形態にとらわれなくてもいいから、とにかく子どもを作り、育てて、
やがてその子どもが労働者になるという、労働者階級の再生産のためのお金。

それから 3番目は、資本主義というのはどんどん発展していくから、労働者は
それに対応して技術を身につけないと生き残れない。 そのための自己教育費。

この 3つの要素で賃金は成り立っている。 これがマルクス経済学の考え方
です。

（次頁につづく）

ピカイチ生活経営塾 2020

『いま生きる階級論』 （2015.06.30 佐藤優）より
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労働力の価値はいくらか（3/3）

マルクス経済学が近代経済学と大きく違うところは、賃金が分配論に組み込
まれていないことです。

賃金は生産論で扱われます。 つまり、生産の段階で賃金は決まってしまう
わけです。 だから、どんなに会社が儲かっても、その儲けが労働者に還元さ
れることはない、というのがマルクスの基本的な考え方なのですね。

資本とは剰余価値を増大するために存在するものだから、労働者に富の分
配をすることはしない。

もちろん、実際の労使交渉であるとか、賃上げ闘争の現場では、「おい、会社
は内部留保がかなりあるじゃないか」とか「利益が伸びているんだから、もう少
し賃金にまわせ」とか要求して、結果的に賃上げされることもあるでしょう。 そ
れでも、賃金が上がる天井って決まっていますよね。 そこはいま言った 3つの
要素の絡み合いなんです。

ピカイチ生活経営塾 2020

『いま生きる階級論』 （2015.06.30 佐藤優）より
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①次の１ヶ月働けるエネルギーを蓄える

マルクスも書いていますが、労働力の再生産の費用をどんどん引き下げようと
いういまの資本の運動があって、そもそも社会的な再生産費自体を下げる働き
がある。

それこそ吉野家の牛丼で。 100円ショップで。 あるいは日高屋のラーメンとか、

服はユニクロでと。 とりあえず、そういうものを着たり食べたりすることによって、
相当安く生活できるようになりました。

だからその分、企業は賃金は上げなくてもいいんだよ、ということになる。 正
規労働者に比べてはるかに給与水準が低い非正規労働者でも、ギリギリ生活で
きる程度までに、社会的な生活費がこのところずっと引き下げられてきたんだろ
うと思います。

これはマルクスが指摘した通りのことが起きていると思うんですよ。

ピカイチ生活経営塾 2020

『希望の資本論』 （2015.03.30 池上彰、佐藤優）より
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②次世代の労働者階級の再生産（1/2）

家族を養うということは、時代とともに変わるんです。 たとえば『資本論』第 2

巻。

かつて男女はほぼ一緒に労働していた時代があります。 『資本論』には、児
童労働調査委員会からの報告書の引用としてこのように書かれています。

「スタッフォードシャでもサウス・ウェールズでも、少女と婦人とが、炭坑やコーク
ス置場で、昼間のみではなく夜間も使用されている。 この慣習は、周知の大き
な弊害をともなうものとして、議会に提出された報告書でしばしば論及された。
男性と一緒に働かされ、衣服によってはほとんど男性と見分けられず、埃と煙と
で汚れているこれらの女性は、彼女らの非女性的な仕事にはたいてい避けられ
ない結果である自尊心の喪失から、性格の堕落に曝されている」と。

つまり、こうした女性たちは仕事が終わったらジンをあおりに行っていた、家族
なんてそんなもの、なんで持たないといけないんだと考えるようになるということ
です。

（次頁につづく）

ピカイチ生活経営塾 2020

『希望の資本論』 （2015.03.30 池上彰、佐藤優）より
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②次世代の労働者階級の再生産（2/2）

あの頃の女性労働者の平均寿命は20歳くらいです。 こういう状態になって

困ってしまったんです。 女性が、次代の労働者になる子どもを産んでくれないと、
資本主義が再生産できないですから。

そうすると、今度は女性を家庭に利用する。 その仕事か家庭かというバランス
は、この②の賃金のところで、資本システムの再生産と、いまの景気状況の中で
どれだけ女性の労働力を活用して、労働力の値段を下げていくかという個別の
資本の問題が繰り返し起きていて、『資本論』でも書かれています。

その結果、振り子が揺れるのです。 ある時男女完全にまったく同じ条件で、同
一労働同一賃金みたいな形になると、極端な低賃金の理由になる場合もある。
逆に母性の保護のような概念を持ってくると、それを理由に機会の均等が与えら
れなくなる。

ピカイチ生活経営塾 2020

『希望の資本論』 （2015.03.30 池上彰、佐藤優）より
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③本人が自己学習する費用（1/2）

そもそもの経済と国家の関係の原型というのは、ギリシャで見るとわかりやす
いのです。

奴隷でない市民が勉強するのが教養です。 それに対して奴隷が勉強すること
は技術、技法、テクネと呼ばれるものです。 テクニックですね。

ですから工学というのは、歴史上ずっと低い位置にあったわけなんです。 世
界で一番最初に工学部ができたのは東京帝国大学ですよ。 工学みたいな実学
が、大学の中に入ってくるのはかなり遅い話なんです。 それは奴隷の学問だっ
たから。

アメリカで、結局はエリート層が富のほとんどを独占していくという仕組みは、教
育が作ったのです。 今、アメリカのアイヴィーリーグでは、 4年間で専門教育は
やらないでしょ。 4年かけて一般教養をやるんですよ。 その代わり、一般教養

のレベルを日本の専門教育のレベルくらいに上げたんです。 で、大学院に行っ
てから専門教育をやるスタイルにした。

だから今のアメリカの大学は事実上、6年制になっている。 そして、その 6年制
を終えているのがエリートに入る最低の条件です。

さらに 3年から 5年かけてPh.D（博士号）を取って、なおかつヨーロッパに留学
経験があるのがエリートの中では普通なんです。 ということになると、30歳まで

子どもの教育の面倒を見られるような家庭じゃないと、エリートの中には入れな
い。

ピカイチ生活経営塾 2020

『いま生きる階級論』 （2015.06.30 佐藤優）より


